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システム概要

■試薬管理システム「Refereage」は、
①発注管理
②受入れ
③払い出し これらの基本タブに、
④在庫・発注歴
⑤日報・月報
⑥システム管理用 タブを加えた６つと、
データベースであるマスターから構成されています。

次ページ以降で操作手順及び、各タブの機能を説明します。

はじめに



基本タブの使い方



■試薬管理システムを起動後、左上のタブから発
注管理を選びクリックし、左上の試薬のバーコー
ド検索をクリックします。

■発注する試薬を指定するため、開いたウィンドウ
上部にある検索ボタンをクリックします。（試薬名
や発注業者での検索も可能ですが、今回は登録され
ている全試薬を表示します）

発注管理画面①



発注管理画面②

■基本情報とともに登録済みの試薬の一覧が表示さ
れます。今回は例として「AMYL-P3」を選択し、選
択後に緑色のセットボタンをクリックします。セッ
ト後は、赤い「閉じる」ボタンか「×」ボタンで検
索ウィンドウを閉じます。

■発注管理画面に戻り、先程セットした「AMYL-
P3」のバーコードNo.が入力されている事を確認し、
試薬の情報を表示させるため、バーコードNo.の上
にある検索ボタンをクリックします。



発注管理画面③

■バーコードNo.以外の情報が表示されたことを確
認し、画面中央にある橙色の新規登録ボタンをク
リックします。（忘れたまま進むと受け入れ時に入
庫の登録ができません）

■新規登録後に確認ダイアログを閉じ、発注数の指
定をします。※入力する単位が右上にピンク色で示
されているので間違えないよう注意してください。
発注日は当日の日付のまま、間違いが無ければ緑色
の発注の登録ボタンをクリックします。



受入れ画面①

■試薬管理システムを起動後、左上のタブから受入
れを選びクリックします。発注時と同様、左上の試
薬のバーコード検索から試薬を選ぶか、新規登録す
ることで左下の全試薬検索ボタンからでも一覧表示
が可能になります。

■全試薬検索のボタンをクリックし、左下に表示さ
れる試薬の中から「AMYL-P3」を選択します。バー
コード検索と違い在庫不足等のステータスも確認で
きます。



受入れ画面②

■試薬を選択した後、発注管理の時と同じように
バーコードNo.の上にある検索ボタンをクリックし
ます。発注が行われていた場合は右上の未入庫ロッ
トリストに試薬名が表示されます。

■未入庫ロットリストから「AMYL-P3」を選択し、
右下の入力欄から入庫数量や有効期限を指定します。
※ここでも数量の単位がピンク色で示されているの
で間違えないよう注意してください。



受入れ画面③

■今回は分納せず一回で50枚を入庫登録します。入
庫数量を指定すると、入庫日には当日の日付が入力
されます。有効期限日はカレンダーボタンをクリッ
クすることでも指定できます。

■入力に間違いが無ければ右下にある緑色の入庫の
登録ボタンをクリックします。確認ダイアログが出
るのと同時に右下の在庫数計算が行われます。



払い出し画面①

■試薬管理システムを起動後、左上のタブから払い
出しを選びクリックします。発注管理や受入れの時
と同様に試薬を選択し、情報を表示させます。入庫
が行われていた場合は右上の在庫ロットリストに試
薬名が表示されます。

■在庫ロットリストから「AMYL-P3」を選択し、右
下の入力欄から出庫数量や開封日、出庫日を指定し
ます。※数量の単位がピンク色で示されているので
間違えないよう注意してください。



払い出し画面②

■30枚を出庫登録します。開封日と出庫日には当日
の日付を入力し、間違いが無ければ右下にある緑色
の出庫の登録ボタンをクリックします。確認ダイア
ログが出るのと同時に右下の在庫数計算が行われま
す。

■出庫の登録が行われると、右上にある青色の出
庫・開封履歴のボタンをクリックすることで選択し
た試薬の出庫日等を確認できます。



払い出し画面③

■出庫登録を行った後、左下の全試薬検索ボタンを
クリックすると「AMYL-P3」の必要な個数に対し、
現在の在庫数が不足していることが確認できます。
不足している試薬は発注管理タブから再度発注でき
ます。

■ここまでの説明が基本タブの操作手順になります。
次ページ以降は、在庫·発注歴、日報·月報、システ
ム管理用タブにおける機能の説明をします。



管理タブの使い方



在庫・発注歴画面①

■試薬管理システムを起動後、左上のタブから在庫
·発注歴を選びクリックします。その後左上にある
緑色の規定在庫以下の検索ボタンをクリックします。

■先ほどの払い出しにより「AMYL-P3」の在庫数が
不足したため、規定在庫以下の検索結果に表示され
ています。選択した状態で中央上部にある黄色の発
注画面へボタンをクリックすると、発注管理画面へ
移動してそのまま発注が行えます。



在庫・発注歴画面②

■「AMYL-P3」を選択した状態で中央上部の発注履
歴ボタンをクリックすると未入庫分がないか等の確
認を行えます。不足分を未入庫分で充足できる場合
は受入れ画面で入庫登録をします。

■例として「富士プレインチューブ」を追加します。左
側の検索結果から分かる不足分100個を、右側の検索結果
の未入庫分300個から充足できることが確認できます。未
入庫一覧検索ボタンは試薬の選択無しで未入庫試薬を検
索できます。発注キャンセル一覧も同様です。



日報・月報画面①

■試薬管理システムを起動後、左上のタブから日報
·月報を選びクリックし、右上にある期間でFrom To
の指定をします。この時FromとToに同じ日付を指定
すると日報を、月初と月末の日付を指定すると月報
を作成できます。

■日報を作成するため、期間をFrom:2019年5月27日、
To:2019年5月27日と指定し、左上にある全試薬入庫
検索ボタンをクリックします。表示された結果を印
刷（またはCSVで出力）するには中央上部にある青
色の印刷ボタンをクリックします。



日報・月報画面②

■月報を作成する場合、期間をFrom:2019年5月1日、
To:2019年5月31日と指定し、その後左上にある全試
薬入庫検索のボタンをクリックします。印刷する
には日報の時と同じように中央上部の青色の印刷ボ
タンをクリックします。

■日報・月報の印刷イメージです。出庫についても
同じフォーマットで出力されます。
※指定試薬入庫検索についても同様です。

日報（PDF）

月報（PDF）

月報（CSV）



日報・月報画面③

■特定の試薬の入庫を検索する場合は、全試薬入
庫検索の検索結果か、左上の試薬のバーコード検索
ボタンから試薬を選択し、左上にある青色の指定試
薬入庫検索ボタンをクリックします。選択した試
薬のバーコードNo.が中央上部に入力されています。

■「富士プレインチューブ」を選択したので検索結
果には他の試薬が表示されていないことが確認でき
ます。日報や月報と同様に印刷もできます。
入庫の集計だけでなく、出庫の場合も画面右側の緑
色の部分を使い、同じ操作をします。



システム管理用画面①

■試薬管理システムを起動後、左上のタブからシス
テム管理用を選びクリックし、左上にある黄色の試
薬マスタ登録ボタンをクリックします。右上のデー
タバックアップボタンをクリックすると指定のフォ
ルダにマスターが保存されます。

■左上の試薬登録タブを選び、左側にある緑色の入
力必須項目と黄色の試薬情報にそれぞれ値を入力し
ます。入力された値はマスターとしてAccessファイ
ルに保存されます。



システム管理用画面②

■入力が完了後、左下にある緑色の登録ボタンをク
リックします。登録した試薬は右側の試薬検索や他
の画面のバーコード検索から参照できるようになり
ます。

■試薬の登録情報を編集するには右側の試薬検索を
使います。登録日でFrom:5月1日、To:5月31日を指
定し、右端にあるグレーの検索ボタンをクリックし
ます。表示された検索結果から編集したい試薬を選
択すると左側の部分に登録情報が表示されます。



システム管理用画面③

■1箱納入価格を3000に、1テスト単価を6にそれぞ
れ変更し、登録情報を更新する意味で左下にある緑
色の登録ボタンをクリックします。（登録後でも再
度検索をかけるまでは右側の検索結果の情報が更新
されないので確認の際は注意してください）

■業者名登録のタブを選び、緑色の部分に情報を入
力し、中央にある緑色の登録ボタンをクリックしま
す。このタブでも試薬の登録と同じように登録済み
業者の検索や、検索結果から業者を選択することで
登録情報の編集ができます。



導入時の設定手順



事前準備

■当システムを使い始めるにあたり、試薬や業者のマスター登録が必要になります。
その際に用意する情報は以下の通りです。

□登録試薬名

□バーコードNo.（13桁のJANコード）

□常時必要個数

□現在の在庫数

□有効期間

□入力単位（出庫最小単位。この単位で発注、入庫、出庫、日報や月報の作成を行います）

□包装単位（最小ロット。発注時に参照します）

□１箱納入価格

□１テスト単価

□製造販売元業者名

□卸業者名

□管理コード（検査室で管理用No.を発行している場合）

□有効/無効ステータス（通常は有効、無効状態では在庫数が0になり出庫できなくなります）

□業者コード（医薬品の製造販売業における9桁の業者コード）

□業者正式名称

□業者簡易名称

□業者所在地

□業者連絡先（TEL及びFAX）

試
薬
マ
ス
タ
登
録

業
者
名
登
録



登録手順（注意事項）

■次ページ以降の登録作業での注意事項を説明します。

■「ロットNo.」や「発注日」、「入庫日」、「出庫日」は後ほど受入れや払い出し時
に登録するため、事前に登録する必要はありません。
「有効期間」については入庫登録時にも再登録できます。

■「１テスト単価」のような場合によっては管理が必要ない情報は空欄でも登録できます。

ただし「有効期間」は設定の必要がない場合に【999】と登録します。

■「管理コード」で独自のNo.が無ければ、代わりに「バーコードNo.」を登録します。

■「包装単位」では【50枚/箱】のように、単位の対応を確認できるように登録します。
さらに小分けして管理する場合は【10ボトル/個、20個/箱】のように登録します。
そうした場合の「入力単位」は【ボトル】になります。

■「バーコードNo.」はGS1-128バーコードではなくJANコードで登録します。

■試薬マスタ登録における「バーコードNo.」と業者名登録における「業者コード」は
後から変更することができません。
その他の登録情報はシステム管理用タブから変更・更新できます。



登録手順

■実際の登録手順を説明します。前ページの管理タブの使い方も参考にしてください。

①試薬管理システムを起動後、システム管理用タブを開く。

②試薬マスタ登録から業者名登録タブを開く。
（先に登録することで試薬登録時に引用できる）

③「業者コード」「正式名称」「簡易名称」の必須項目と、「住所」「TEL」「FAX」の
任意項目にそれぞれ入力をしたのち登録する。
（必要に応じて検索を使い、登録内容を確認する。）

④試薬登録タブに切り替え、「登録試薬名」「バーコードNo.」「常時必要個数」等の
入力必須項目と、「管理コード」「包装単位」等の試薬情報をそれぞれ入力したのち
登録する。

■以上の設定で試薬管理システム『Refereage』を使う準備が整いました。
実際の使用方法は前ページの基本タブの使い方を参考にしてください。



システム要件



システム要件

システム要件

試薬メーカー及び
販売業者登録数

両方とも制限していませんので1万件程度

試薬の名称やバー
コードなどの情報

納品された試薬の
管理数

約100万件まで



システム要件

システム要件

対応OS MS Windows 7,8.1,10

モニター解像度 1280x800ドット以上

CPU Intel ATOM 以上

RAM 2GB以上

HD 64GB以上

■その他、必須ではありませんがバーコードリーダーに対応しています。（別途ご用意ください。）



アンサーメディカル株式会社

■東京カスタマーTEAM
住所：〒130-0011 東京都墨田区石原1-30-6-901
TEL・FAX：03-6240-6514
URL http://www.answer-m.com

http://www.answer-m.com/

